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日本整形外科学会　教育研修単位一覧

6月27日（金）
開始
時間

終了
時間 会場 セッション名 演題名 演者 取得 

単位

取得単位
Nの必須

分野

10:50 11:50 第3会場

韓国骨折学会
（KFS） 

台湾整形外傷学会
（TOTA） 
会長講演

Management of geriatric acetabular fractures Seung-Beom Han

N 2EUA-based decision and coronoid-first via anterior 
approach for Terrible Triad Injury of the Elbow:  
A reliable protocol with satisfactory outcomes

Yu-Ping Su

12:00 13:00

第1会場 ヌーンタイム
レクチャー1

破壊性脊椎疾患に対してMISTで挑む  
－脊椎外傷や骨粗鬆症性椎体骨折など－ 中西　一夫 N 4, 7

第2会場 ヌーンタイム
レクチャー2

新鮮外傷における骨欠損への対応  
－髄内支柱固定という新しい選択肢－ 北田　真平 N 1, 2

第3会場 ヌーンタイム
レクチャー3

手術部位の解剖学的特性から考える整容性を重視した
手術創縫合 寺田　忠司

N 1
外傷領域の手術部位感染対策 山田　浩司

第4会場 ヌーンタイム
レクチャー4

The continued development of low intensity pulsed 
ultrasound (LIPUS) for fracture repair

Andrew J 
Harrison N 1, 2

第5会場 ヌーンタイム
レクチャー5

重度四肢外傷を円滑に治療するためのポイント 
～感染マネジメントの実際とソーバクトの使いどころ～ 佐野　善智

N 2, 6
下肢広範囲デグロービング損傷の治療：Sobact®を用いた
治療戦略 森井　北斗

第7会場 ヌーンタイム
レクチャー6

橈骨遠位端骨折に対する最新治療 今谷　潤也
N 2, 10

Distal Radius Fracture to World Series MVP: Hideki 
Matsui

Melvin P. 
Rosenwasser

第8会場 ヌーンタイム
レクチャー7

足関節骨折治療の常識をアップデート  
－ プレートスクリュー固定の新たな潮流－ 依光　正則

N 2, 12
腓骨骨折治療の最適化 ネイルの適応を考える 松井健太郎

第9会場 ヌーンタイム
レクチャー8

橈骨遠位端骨折を究めるための解剖とバイオメカニクス 松浦　佑介
N 10

掌側月状骨窩骨片へのシンデレラフィットとは－新コンセ
プトで開発された橈骨遠位端骨折用プレートの使用経験－ 上原　浩介

第10会場 ヌーンタイム
レクチャー9

Forgotten Jointを目指した大腿骨頚部骨折に対する骨折
牽引台を使ったDual mobility THAのススメ 馬場　智規 N 4, 11

13:10 14:10 第1会場 特別講演 整形外科はこのままでいいのか？  
－骨軟部腫瘍医から見た外傷整形外科医－ 河野　博隆 N 14-5

14:20 15:20 第1会場 フォーラム1 
基調講演

How major trauma centers flourish in the U.S. Benjamin C. 
Taylor

N 2
How to establish a Major Trauma System Christopher G. 

Moran

17:00 18:00

第6会場 イブニング 
セミナー1

後外側アプローチで出来ること 永井　洋輔
N 12

脛骨遠位端骨折の前外側プレート固定における症例に応
じたアプローチ選択 髙橋　周矢

第8会場 イブニング 
セミナー2

上腕骨近位部骨折アップデート  
～保存治療から関節置換まで～ 松村　　昇 N 9

第9会場 イブニング 
セミナー3

整形外科診療に伴う職業被ばくの実態  
～想像以上!?診療中の放射線被ばくをいかに防護するか～ 土方　保和

N 14-5
整形外科医に必要な被ばく防護の知識 盛武　　敬

第10会場 イブニング 
セミナー4

骨折治療におけるMegaprosthesisの適応と可能性  
－ 機能再建の新たな選択肢 依光　正則

N 5
病的骨折に対するメガプロステーシスの適応 中村　知樹
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6月28日（土）
開始
時間

終了
時間 会場 セッション名 演題名 演者 取得 

単位

取得単位
Nの必須

分野

7:20 8:20

第6会場 モーニング 
セミナー1

大腿骨転子部骨折－前方から見つめ続けて今想うこと－ 山口　正哉
N 11

大腿骨転子部骨折－後方から見つめ直して気づいたこと－ 金丸　明博

第7会場 モーニング 
セミナー2

手術だけでは終わらない！外傷後疼痛をどう管理するか？ 
～慢性疼痛のメカニズムと実践的アプローチ～ 二階堂琢也 N 8

第8会場 モーニング 
セミナー3

大腿骨転子部骨折への挑戦 －固定力向上を目指して－ 岩倉　　崇
N 11

転子部骨折cut-outゼロへの挑戦 佐々木　優

13:10 14:10
第2会場 文化講演 事実に基づく世界の見方を身につけよう 

－ファクトフルネスのすすめ 関　　美和 N 14-5

第3会場 招待講演 重症外傷患者の周術期管理 南立宏一郎 N 1, 2

8:30 9:30 第3会場 IOTA 
セッション

Treatment Strategies for Unstable Distal Radius Fractures Melvin P. 
Rosenwasser

N 2
Current Techniques of Intramedullary Nailing for the 
Treatment of Proximal and Distal Tibia Fractures Daniel S. Chan

9:40 10:40 第3会場 AOTrauma 
Seminar

Improving hip fracture care and outcome: a practical guide Christopher G. 
Moran

N 2
360 degree approach around tibial plateau, how to select? Theerachai 

Apivatthakakul

10:50 11:50 第3会場 AORecon 
seminar

Acute Revision Total Hip Arthroplasty for Periprosthetic 
Fracture Michael Müller

N 2
Revision TKA for periprosthetic fracture Ping-Keung Chan

12:00 13:00

第1会場 ヌーンタイム
レクチャー10

大腿骨転子部骨折におけるCement Augmentation  
－セメントを用いるメリットと手技のポイント－ 寺田　忠司

N 4, 11
TFNA Cement Augmentation：  
修正Delphi法による日本におけるコンセンサス作成研究 北田　真平

第2会場 ヌーンタイム
レクチャー11

大腿骨頚部骨折治療戦略アップデート  
～ 知っておきたい日本の現状 ～ 永井　洋輔

N 11, 13
知っておきたい大腿骨頚部骨折の治療トレンド 
～SAAF-BHAという選択～ 棚橋　宏行

第3会場 ヌーンタイム
レクチャー12

今、目指すべき骨粗鬆症加療のSDGs  
～大腿骨近位部骨折を中心に～ 長谷　　亨 N 4, 11

第4会場 ヌーンタイム
レクチャー13

大腿骨頚部骨折治療の進化  
－安定性・低侵襲・機能回復を求めて－ 依光　正則 N 11, 13

第6会場 ヌーンタイム
レクチャー14 難治性骨折に対する自家末梢血CD34陽性細胞移植 黒田　良祐 N 1, 2

第7会場 ヌーンタイム
レクチャー15 「違い」を見極める橈骨遠位端骨折治療 黒田　拓馬 N 4, 10

第8会場 ヌーンタイム
レクチャー16

脊髄損傷に対する骨髄間葉系幹細胞療法の作用メカニズム 佐々木祐典
N 1, 7

脊髄損傷患者に対する骨髄間葉系幹細胞療法の現状 福士龍之介

第9会場 ヌーンタイム
レクチャー17

頚部骨折はもちろん、転子部骨折まで安心のステム 
－Fully HA Coated Stem+カラードモジュラーネックと
いう選択－

平澤　直之
N 4, 11

助手と2人だけでスマートに！ 大腿骨人工骨頭置換術  
－股関節上方アプローチの実際－ 鈴鹿　智章

第10会場 ヌーンタイム
レクチャー18

近位部骨折に対する内固定のポイントと当院における
FLS活動の現状 前原　　孝

N 4, 13
オペだけではない二次性骨折予防 正田　悦朗

16:30 17:30 第6会場
日本整形外傷学会・
日本整形外科勤務
医会共催セミナー

不安定型大腿骨転子部骨折の近況報告 徳永　真巳 N 2, 11


